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問1 ある国の統計資料において、人口密度が1平方キロメートルあたり4人と極めて低く、穀物生産量が年間4,500万トンを超える
大規模な農業が行われている国があります。また、この国の輸出品目は上位から順に燃料、機械類、自動車となっている場
合、この条件に当てはまる国として適切なものはどれですか。 （2024年　新潟県公立入試　類似）

1.  カナダ 2.  アメリカ合衆国 3.  オーストラリア 4.  ロシア

問2 カナダの首都オタワにおいて、公的機関の看板や道路標識などで英語とフランス語が「二言語併記」されている理由として、
歴史的・文化的な背景から説明したものとして正しいものはどれですか。 （2022年　東京都公立入試　類似）

1.  16世紀以来のフランスによる
進出と、その後のイギリス系住民
の移住により、両方の文化圏が形
成された歴史を尊重するため

2.  アメリカ合衆国の公用語である
英語と、隣国メキシコの公用語で
あるスペイン語を共通語として採
用しているため

3.  ヨーロッパ連合（EU）の加盟
国と同様に、多言語を公用語とす
る立憲君主制の国家連合を形成し
ているため

4.  先住民族の独自の言語と、19
世紀以降に移住したアジア系住民
の言語を統一して公用語化したた
め

問3 アメリカ合衆国の農業において、各地の地形や気候条件を考慮した「適地適作」が行われている主な背景と目的を説明したも
のとして、最も適切なものはどれですか。 （2019年　熊本県公立入試　類似）

1.  広大な国土において、大型機械
を用いた大規模な経営を効率的に
行うため

2.  家族による自給自足を中心と
し、多種類の作物を少量ずつ生産
するため

3.  山岳地帯が多い複雑な地形にお
いて、伝統的な農法を守り続ける
ため

4.  都市近郊の限られた土地を利用
し、新鮮な野菜を毎日出荷するた
め

問4 世界を4つの地域に分けて統計を比較した際、土地の面積は4地域中で2番目に広く、人口は2番目に少ないものの、国内総生産
（GDP）が他を圧倒して最も高い数値を示している地域はどこか、次の中から選びなさい。 （2024年　大分県公立入試　類似）

1.  アジア州 2.  北アメリカ州 3.  南アメリカ州 4.  ヨーロッパ州

問5 ロッキー山脈やアンデス山脈を含む造山帯は、地球の表面を覆うプレートの動きによって形成されました。この造山帯で見ら
れる自然環境の特色について、背景を含めた説明として最も適切なものはどれですか。 （2023年　福島県公立入試　類似）

1.  地殻変動が現在も続いている新
しい山地であるため、標高が高く
険しい山々が連なり、地震や火山
活動が活発である。

2.  長期間の浸食を受けた古い山地
であるため、標高は比較的低く、
なだらかな地形が広がっており、
地盤も安定している。

3.  非常に古い時代に形成された安
定した地塊であるため、大規模な
地震の発生はほとんどなく、金属
資源の採掘が盛んである。

4.  ユーラシア大陸から続く巨大な
山系の一部であり、プレートの衝
突によって形成されたため、火山
はほとんど存在しない。

問6 カナダの貿易構造の特徴について、輸出相手国の統計データから読み取れる状況とその背景を説明したものとして、最も適切
なものはどれか。 （2016年　愛媛公立入試　類似）

1.  アメリカ合衆国が輸出総額の約
7割以上を占めており、地理的な
近接性から特定の国への依存度が
高い。

2.  かつての宗主国であるイギリス
をはじめとするEU諸国への輸出
が、総額の過半数を超えている。

3.  近年はアジア市場の拡大に伴
い、中国がアメリカ合衆国を抜い
て最大の輸出相手国となってい
る。

4.  広大な国土の資源を自国で消費
するため、特定の国に依存せず、
世界各国へ均等に輸出している。

問7 アメリカ合衆国の産業発展について述べた文章において、北緯三十七度以南の地域で一九七〇年代から先端技術産業や航空宇
宙産業が発達した背景を説明したものとして、最も適切な内容を選びなさい。 （2024年　山口公立入試　類似）

1.  温暖な気候に加え、広大な土地
や安価な労働力が確保しやすかっ
たため。

2.  五大湖周辺の石炭や鉄鉱石を資
源とした重工業が再編されたた
め。

3.  大西洋側の港町からヨーロッパ
へ製品を輸出するのに便利だった
ため。

4.  冷涼な気候が、精密機器の過熱
を防ぐための工場立地に最適だっ
たため。

問8 アメリカ合衆国の産業構造の変化について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2019年　千葉県公立入試　類似）

1.  サンフランシスコ郊外のシリコ
ンバレーを中心に、航空宇宙産業
やコンピュータ関連の先端技術産
業が急速に発達した。

2.  五大湖周辺の地域を中心に、温
暖な気候を活かした先端技術産業
の集積が進み、人口が急増した。

3.  北緯37度より北の地域では、
安価な労働力を求めてシリコンバ
レーから移転してきたハイテク企
業が急増している。

4.  ニューヨークやデトロイトを含
む南部地域において、石油危機以
降、世界最大の航空宇宙産業の拠
点が形成された。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
カナダ

北アメリカ州に位置するこの国は、世界第2位の広大な国土を持ちながら人口密度が非常に低いこ
とが特徴です。広大な土地を活かした大規模な機械化農業により、小麦などの穀物生産が盛んに行
われています。また、石油（オイルサンドなど）や天然ガスといった豊富なエネルギー資源の輸出
が盛んであるほか、隣接するアメリカ合衆国との密接な経済関係により機械類や自動車の製造・輸
出も産業の大きな柱となっています。

問2 答え 1
16世紀以来のフランスによる進出と、
その後のイギリス系住民の移住により、
両方の文化圏が形成された歴史を尊重す
るため

カナダは歴史的にフランスとイギリスの両国によって開拓・支配された時期があり、現在もフラン
ス文化が色濃い地域とイギリス文化が主流の地域が併存しています。国家の統合を維持するため
に、両方の言語を平等に扱う二言語併記が制度化されています。また、カナダは現在もイギリス国
王を元首とする立憲君主制を維持しています。

問3 答え 1
広大な国土において、大型機械を用いた
大規模な経営を効率的に行うため

アメリカの農業は「企業的農業」とも呼ばれ、大型機械を導入して少人数で広大な農地を管理しま
す。単一の作物を集中的に育てることで、機械化による効率化とコスト削減を図る仕組みが「適地
適作」を支えています。

問4 答え 2
北アメリカ州

北アメリカ州は、広大な領土を持つ一方で人口密度はアジア州などと比べて低いという特徴があり
ます。しかし、高度な技術開発や豊かな資源、大規模な産業背景により、地域全体の経済規模を示
す国内総生産（GDP）は世界最高水準に達しています。

問5 答え 1
地殻変動が現在も続いている新しい山地
であるため、標高が高く険しい山々が連
なり、地震や火山活動が活発である。

環太平洋造山帯は「新期造山帯」に分類されます。これは、比較的新しい地質時代に造山運動（山
を作る動き）が始まり、現在も進行している地域を指します。そのため、エベレストなどを含むア
ルプス・ヒマラヤ造山帯と同様に、山が鋭く高く、地震や火山などの自然災害が起こりやすいとい
う因果関係があります。対照的に、長年の浸食で平坦になったものは古期造山帯や安定陸塊と呼ば
れます。

問6 答え 1
アメリカ合衆国が輸出総額の約7割以上
を占めており、地理的な近接性から特定
の国への依存度が高い。

カナダの輸出貿易は、地理的に隣接し、かつてNAFTA（北米自由貿易協定）などの経済連携を強め
てきたアメリカ合衆国に大きく依存しています。実際の統計でもアメリカ合衆国が輸出全体の約7
割から8割を占めることが多く、これはカナダ経済がアメリカ合衆国の景気動向に大きく左右され
やすい構造であることを示しています。

問7 答え 1
温暖な気候に加え、広大な土地や安価な
労働力が確保しやすかったため。

サンベルトへの産業移転は、雪の多い北東部「フロストベルト」に比べて、暖房費が抑えられる温
暖な気候、新しい工場を建てるための広大な用地、そして比較的安価な労働力が揃っていたことが
大きな要因です。また、政府による軍事・宇宙関連の投資がこの地域に集中したことも、先端産業
の発展を後押ししました。

問8 答え 1
サンフランシスコ郊外のシリコンバレー
を中心に、航空宇宙産業やコンピュータ
関連の先端技術産業が急速に発達した。

アメリカでは1970年代以降、従来の鉄鋼業や自動車工業といった重工業に代わり、コンピュータや
電子機器などの先端技術産業（ハイテク産業）が成長しました。その中心地の一つがカリフォルニ
ア州のサンフランシスコ郊外にある「シリコンバレー」であり、この地域を含む北緯37度以南のサ
ンベルト全体で新しい産業が発展しました。五大湖周辺やニューヨークなどは北緯37度よりも北に
位置するため、サンベルトには含まれません。


